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埼 玉 新 闘
畠
山

稔
氏
（
５７
）

鰻
臨
鋭
禽
①
・
南
１３
区

上
尾
市
初
の
民
主
党
公
認
候
補
と
し

て
出
馬
、

二
万
五
千
票
を
上
回
る
票
を

獲
得
し
ト
ッ
プ
で
初
当
選
し
た
。

「
皆

備
さ
ん
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
お
か

盤
襲
灘
灘
藷
鷺朔

組
む
責
任
を
感
じ
て
い
る
」
と
語
る
。

基
党
の
公
認
が
決
ま
っ
た
の
は
選
挙
の

ゆ
半
年
前
。
体
制
固
め
が
不
十
分
と
の
見

方
も
あ
る
中
で
、

駅
立
ち
、

自
転
軍
街

Ｈ
川

宣
に
力
を
入
れ
た
戦
い
だ
っ
た
。

市
議
を
三
期
途
中
ま
で
務
め
た
。
二

河
十
六
年
間
、
市
民
体
育
館
で
子
ど
も
を

帥胤
舞
灘
難
疑
講
難
藤
飾

長
を
務
め
る
。

道
民
主
党
・
無
所
属
の
会
に
所
属
。
「
皆

さ
ん
の
士
蟹
に
よ
く
聞
い
て
県
政
に
反
映

し
て
い
き
た
い
。

道
路
、

河
川
等
の
基

盤
整
備
に
取
り

組
む
』
。

出
身

は
碧
手
県
。

上

尾
市
に
住
ん
で

三
十
四
年
目
。
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石
渡

豊
氏
（
５１
）

公

明

党

②
・
南
１３

区

四
政
党
の
公
認
候
補
が
せ
め
ぎ
合
う

娯
灘
謝
籔撒難

頂
い
た
結
果
。

感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。

を臨
蕪
羅
癖
襲

の
耐
震
工
事
な
ど
を
挙
げ
、
党
代
表
ら

で
幹
部
の
来
援
を
得
て
、
力
強
い
演
説
で

画

肇

藝

９
た。

↓
１

衆
議
院
議
員
公
設
第
一
秘
書
を
九
年

昌
＝
口

余
り
経
験
。

抱
負
は

「
医
療
、

介
護
の

年
充
実
に
取
り
組
み
た
い
。

病
院
の
医
師

不
足
の
解
消
や
医
師
、
看
護
師
の
確
保

納
川

は
本
気
で
や
ら
な
い
と
医
療
サ
ー
ビ
ス

は
低
下
す
る
。
救
急
体
制
も
充
実
さ
せ

な
け
れ
は
な
ら
な
い
し
、
介
護
も
医
療

．
が
し

っ
か

り

し
な

い
と
ひ
ず
み
が
増

す
一
と
語
る
遥
十

年
計
画
」
で
の
実

行
が
必
要
と
考
え

て
い

る
。

…

小
野

克
典
氏
（
３８
）

…

無
所
属
刷
新
の
会
①
．
南

１４

区

…

無
所
属
で
出
馬
し
、
県
や
市
と
の
連

…

携
、
政
務
調
査
費
の
公
開
な
ど
を
訴
え
、

…

欲

ベ
テ
ラ
ン
の
昆
現
撃
相
手
に
黎

…

意

署

野

に
訴
え
た
公
約
の
実
現
に

…
一
」

向
け
て
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
て
い

…
週
誕
鹸
罐

襲
饒

…
促
勲
議
読
ガ
犠
斐
誘
爵

…
備
き
齢
郷
囎
翫
鵠
上
暴
圃、

…
整

第
二
肇

露
の
日
麹
設、

嬬
駅

…
の
糖
難
ゼ枢
纏
灘
羅
魏

鱗
磁
難
縫
篶臆雛
髄

…

社
長
で
議
員
に
な
っ
て
か
ら
は
社
員

…

に
。

趣
味
は
体
を
動
か
す
こ
と
。

「
常

…

に
感
謝
の
気
持
ち
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霧
を

華

」

と
」

が
モ
ッ
ト
ー

だ
。

桶
川
市
坂
田

に
四
人
暮
ら
し
。
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滝
瀬

副
次
氏
（
６７
）

自

民

党

⑤
・
南

１５

区

九

難

）…

こ
と
厳
し
い
灘

馨

。
肇

…

眼
麟
鶴
礫…

れ
は
な
ら
な
い
」
と
語
気
を
強
め
る
。

民
地
元
北
本
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保

自

が
急
務
。
圏
邊
の
イ
ン
タ
去

盧

、
内
に
企
業
誘
致
を
進
め
る
会
を
県
議
有

志
で
結
成
し
た
。

「
税
収
と
雇
用
確
保

中
で
財
政
の
安
定
を
図
る
。
昼
間
人
口
が

ゆ
増
え
れ
は
商
店
街
に
も
に
ぎ
わ
い
が
生

ま

れ
る
」、
と
語

る
。

舌

二
百
五
志
に
も
及
棄
整

鍵
創

源麗
蟄
のの趨
獲
麗
綴
紹
影
い

た
「
田
園
都
市
」
づ
く
り
に
取
り
組
む

構
え
だ
。

五
期
目
の
ベ

テ
ラ
ン
。

「
住

民
の
声
を
真

攣
（
し
ん
し
）

に
聞
音
な
が

ら
埼
玉
の
発

展
に
尽
く
し

た

い．」

灘

難驚鍵ｌｌ灘
麟羅灘

鈴
木

正
人
氏
（
３９
）

…

・
無
所
属
刷
新
の
会

②
・
南

１７

区

…

「
（
補
選
で
初
当
選
し
た
）
｝
期
目
…

は
一
年
九
カ
月
し
か
な
く
、
自
分
で
は
…

一

」

”
仮
免
許
期
間
”

と
思
っ
て
い
る
。

政

…

イ

コ

務
調
査
費
問
題
や
費
用
弁
償
廃
止
な
…

カ

ど
・
査
鵠
に
議
会
肇
に
取
緒
み
…
コ

活
た
い
」
。
代
表
と
な
り
新
会
派
も
旗
揚
…

け
。

“
県
民
党
”

と
し
て
二
期
目
を
駆

…

も

接

け
る
。

・

…

」

大
学
卒
業
後
、
お
笑
い
芸
人
を
目
指
…

し
た
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
。

「
浅
草

…

歴

の
婆
場
で
華
入
り
を
晃
し
て
い
…

曜
静灘謙
耀
機
懸
黙

色

力
駿

襲

融
。「温
故
響
」
・
河
…

哩ハ謂
齢
議
嚇
撃
鮎
爾
鷲
杜…

年
、

志

木
市
議
に
初
当
選
し
た
。

「
野

…

火
止
用
水
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
歴
史
…

と
文
撒
が
調
和
し
…

た
ま
ち
を
整
備
し
…

聾．
騨
擢
躰
蕪
…

木
の
将
来
を
語
る
…

声
は
力
強
い
。

…

吉
田

芳
朝

氏
（
３２
）

鰻
露
碗
長
②
・
南
１８
区

「
日
曜
日
に
投
票
に
行
っ
て
自
分
の

名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
る
。

本
当
に
あ

髄
礫鰍翻
耀
簾
鐸

補
校
に
負
け
な
い
強
い
公
教
育
③
子
育
て

支
援
ｉ
を
二
期
目
に
掲
げ
る
。
特
に
③

い

は
「
わ
た
し
が
墜
、
手
厚
い
翻

讐

“
し
過
ぎ
て
も
い
い
”

と
考
え
る
の
が

厚
子
育
て
支
援
。
経
済
的
理
由
で
子
ど
も

手
を
つ
く
ら
な
い
夫
婦
が
い
る
こ
と
自

体
、

問
題
」

と
、

県
と
し
て
義
務
教
育

に

期
間
の
支
援
拡
大
に
力
を
注
ぐ
構
え

だ
。

て
学
生
時
代
、
上
田
清
司
代
議
士
（
当

育
時
）
の
事
務
所
で
ア
ル
バ
イ
ト
。
野
村

証
券
で
資
産
運
用
な
ど
の
営
業
職
を
三

子
年
経
験
し
、
二
十
五
歳
で
新
座
市
議
に

初
当
選
し
た
σ

．一
年
ほ
ど
前
か
ら
茶
道
を
始
め
た
。

「
全
く
別
空
間
。

一
時
間
で
も

二
、

三
日
休
ん

だ
よ
う
」
。

日

々
の
活
力
源
に

な
っ
て
い
る
。

陶


